
2025年9月27日（土）8：30～１６：25

A会場
（大ホール）

B会場
(1階第7研修室)

C会場
(2階第1研修室）

8：30～ 開場・受付 ポスター掲示

8:55～9:00 オリエンテーション・開会

9:00～9:05 理事長挨拶

会長講演(20分)

演者：坂本和美(金沢市立病院　　看護部長)

座長：石川倫子(石川県立看護大学大学院　看護管理学分野　教授)

9:25～9:35 休憩・口演準備 示説発表準備 口演発表準備

9:35～10:２５ 9:35～10：35 9:35～10:１５

口演　第1群　調査研究（O-1～５） 示説　第1群　看護実践(P-１～７） 口演　第３群　看護実践・ケア介入（O-１０～13）

座長：松田智恵（石川県立中央病院　看護師長） 座長：上出由美(金沢赤十字病院　看護師長）

座長：笠村幸代（国立病院機構金沢医療センター

10:２５～10:３０　　入れ替え                     　　　　　　 附属金沢看護学校　教育主事）                      　 10:１５～10:２０　　入れ替え

10:３０～11:１０ 10:２０～11:００

口演　第2群　教育・キャリア開発(O-６～９） 10:35～１１：２５ 口演　第４群　業務改善(O-14～１７）

座長：三野由香理（国立病院機構金沢医療センター　副看護部長） 示説　第2群　多職種連携・業務改善（P-８～１３） 座長：酒井和彦（金沢市立病院　副師長）

11:１５～11:３０ 座長：渕崎輝美（石川県立総合看護専門学校 11:０５～11:２０

第1・2群講評                                            准看護学科教務主任） 第３・４群講評

講評者： 講評者：

　　大江真吾(石川県立看護大学　准教授） 　　　　石井和美(石川県立看護大学　講師)

　　　

11:３０～11:４０ 休憩・総会会場準備（１０分）

11:４０～12:05 看護実践学会　総会(２５分)

12:05～12:15 ランチョンセミナー準備 ※会場内に無料で飲み物提供（アベックス社） 看護交流集会準備

12:15～13:25 ランチョンセミナー　（70分） 　看護交流集会（70分）

共催：ニプロ株式会社

演者：

演者： １）江藤真由美(石川県立中央病院　看護部長)

1)清水浩美（福井県済生会病院　看護副部長） ２）廣瀬真理子(JCHO金沢病院附属介護老人施設　看護師長)

2）佐々木知里（福井県済生会病院　看護師長） ３）橋本陽子(公立つるぎ病院　看護部参事)

座長：藤牧和恵（城北病院　看護部長） 座長：太田郁子(名古屋医療センター　看護部長)

13:25～13:35 休憩・会場準備 会場撤収

13:35～14:45 シンポジウム（70分）

テーマ：看護提供方式の変革と創出の取り組み
　　　事例から自組織の看護提供方式を再考する
～安全で質の高い看護実践の伝承を目指して～

県内の実態調査結果の報告：金田明子(石川県立総合看護専門学校) 　

シンポジスト：

1)固定チームナーシング

　　　　　　大河正美(金沢医科大学病院　看護師長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　固定チームナーシング認定指導士）

2）PNS（パートナーシップ・ナーシング・システム）Ⓡ

　　　　　　野田恵(福井大学医学部附属病院　副看護部長)

3）セル看護提供方式Ⓡ

　　　　　　湯野智香子(小松市民病院　看護部長)

コーディネーター：

江藤真由美(石川県立中央病院　看護部長)

中田智美(石川県立中央病院　看護副部長)

１４：４５～１４：５５ 休憩・会場準備

１４：５５～１６：15 特別講演（80分） １５時　ポスター撤去

共催：セントラルメディカル株式会社

演者：任　和子

座長：高木　眞優美(金沢赤十字病院　看護部長)

16：25～ 閉会挨拶

16:15～１６：25 第19回看護実践学会学術集会長挨拶
　澤味小百合（公立能登総合病院　副院長兼看護部長）

 　　　令和7年（2025年）　第18回看護実践学会学術集会日程表　(7/22修正）

9:05～9:25

9:35～11:20

　　　　　　京都大学大学院医学研究科
　　　　　　　　　　人間健康科学系専攻　副専攻長
　　　　　　　　　　生活習慣病看護学分野　教授
　　　　　　日本看護協会　副会長

テーマ：　調整中

テーマ：

　　　ニプロ　HN　LINEⓇ　を活用した看護業務の効率化

テーマ：
　　　　　　　看護実践の変革と創出、そして伝承

※企業展示は「大ホール入り口側」を使用
『能登応援企画』も同室で開催（～15：00予定）

テーマ：
　　　　　能登半島地震の被災患者を受け入れた経験から
　　　　　　　　　　　　学ぶ、未来への災害の備え


